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平成３０年度 事業報告 

 
１．事業報告 
１－１．期間 
  平成 30(2018)年 4 月 1 日～平成 31(2019)年 3 月 31 日 
１－２．目的・事業（定款第３条） 
  当法人は、｢千代田区地球温暖化対策条例｣に基づき、千代田区との協力体制を整え、千代 
 田区の区民、企業、教育機関、行政などと協働し、千代田エコシステム等環境マネジメント 
 システムの普及、推進を行い、もって地球温暖化対策や地域の環境改善に寄与するために、 
① 地球環境の保全又は自然環境の保護及び整備を目的とする事業 ②千代田エコシステム等環

境マネジメントシステムの運用及び推進 ③環境教育等による人材育成 ④その他、地球温暖

化対策に寄与する事業を行う。 
 
【理事会開催】理事：11 名、監事：2 名  理事会運営規則上では 6 回開催のところ全 3 回開催 
理事会 開催日／会場 出席者 議 案 

第 1回 

6/7(木) 

かがやきプラザ

4 階 会議室 1 

理事 9 名 
監事 1 名 

＜審議事項＞ 

・代表理事の選任、副理事長･業務執行理事の選定 

・参与の再任 

・平成 30 年度理事会開催スケジュールについて 

・新入会員の入会承認について、その他 

第 2回 

10/2(火) 

千代田区役所 

6階 601会議室 

理事 9名 
監事 0名 

<審議事項> 

・平成 31 年度事業計画案について 

・平成 31 年度収支予算案について  

・新入会員の入会承認について  

・CES クラスⅡ･Ⅲ推進部会規程の改訂について 

・事業者部門・環境配慮宣言事業の推進部会設置及び

規程の制定について 

・｢自然エネルギー利用技術｣の見学事業について 

<報告事項> 

・平成 30 年度第 1 回 CES 認証委員会(9/11)の実施報

告 
・法人変更登記(目的･役員)の完了について 
・メルヴィータジャポン㈱からの CES 養蜂プロジェ

クトに対するサポートの申出について 
・｢環境配慮宣言事業(7～9 月)｣の実施報告 
・｢環境エネルギー講演会(9/14)｣の実施報告 
・｢平成 30 年度子どもゆめ基金助成事業｣の中間報告 
・平成 30 年度｢CES 環境活動普及助成制度｣の応募状 
況について 

・CES 養蜂プロジェクトの進捗状況と今後の活動予定 
について 

・今後の事業日程について 

第 3回 

3/7(木) 

千代田区役所 

4階 401会議室 

理事10名 
監事 0 名 

<審議事項> 

・新入会員の入会承認について 

・平成 31 年度事業計画(案)･収支予算(案)について 

<報告事項> 

・平成 30 年度下半期事業報告(年度内事業予定含む) 

・平成 30 年度収支予算執行状況(2 月末現在)について 

・その他 
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《収益事業》 

【クラスⅢEMS 事業・監査員チーム】        

監
査 
員 
チ 
 
ム 

ＣＥＳ 

クラスⅢ監査実施 

対
象 

千代田区 78 箇所 

実
施
日 

7/2(月)～7/30(月) 

千代田区立障害者福祉センター

「えみふる」 

〔社会福祉法人武蔵野会〕 

6/25(月) 

千代田区立「内幸町ホール」  

〔㈱コンベンションリンケージ〕 
8/27(月) 

三幸株式会社 2/15(金) 

学校法人武蔵野大学 2/22(金) 

千代田区社会福祉協議会 3/ 8(金)  

 

CES 

監査員研修 

実務研修１   
実
施
日 
 

①6/22(金) ②6/23(土) 参
加
者 
 

① 7 名 ② 5 名 

実務研修２ ①1/25(金) ②1/26 (土) ①  5 名 ② 5 名 

事業説明会 未実施  

【会議】クラスⅢ推進部会           事業計画では 6 回開催のところ全１回開催 

開
催
日 
・
場
所 

 

11/16(金) 

千代田区役所 

4 階 401  

会議室 

 

出
席
者 

委 員 6 名 

(欠席 3名) 

事務局 2名 

議
題 

・平成 30 年度 EMS 事業部門事業報告 

・平成 30 年度 EMS 事業部門事業予定(11 月以降) 

・平成 31 年度 EMS 事業部門事業計画・収支予算(案)

について 

・｢千代田区低炭素建築物助成制度｣助成金申請に伴

う CES クラスⅢ活動参加申込事業所について 

・その他 

《公益目的事業》 

【ＣＥＳ認証委員会】     
認
証
委
員
会
開
催 

第1回 
審査対象：千代田区役所 78 箇所   表彰事業所 2 箇所 

民間事業所   2 箇所       全て認証 開
催
日 

9/11(火) 

第2回 審査対象：民間事業所   3 箇所       全て認証 3/18(月) 

【環境配慮宣言事業】                       事業計画通りに実施 
事
業
名 

「環境配慮宣言」活性化事業  （区補助事業  補助金 400 千円） 

内

容 

◆実施時期：7/1(日)～9/30(日) 
昨年度に引き続き、節電やゴミの減量など、日常的な CO2排出量削を目的に、｢環境配慮宣言｣

に取り組んでいる個人事業主の方々に参加していただき、参加店舗 36 店に｢くじ付きうちわ｣及

び景品を配付して実施した。景品が当たることで関心を持ってもらう仕組みを、千代田区商店街

連合会、千代田区商店街振興組合連合会に対し協力を仰ぎ構築した。 
参加店及び来店客には、当協議会への入会を呼びかける目的も含み実施。 
景品は、協賛を受けた 2 社からの提供品だけでは不足のため追加購入した。 
〇協賛 大塚製薬株式会社：ポカリスエット  120 本 

株式会社大塚商会：ノート      110 冊 
〇購入 ｢アニマル付箋メモ｣＠39×600 個 25,272 円 (税込) 
    ｢ダイカット付箋メモ｣@49× 720 個 38,103 円（税込） 

｢ポケットミニタオル｣＠49× 960 枚 50,803 円 (税込) 
｢ポケットタオル｣＠49×720 枚 38,102 円 (税込) 

        「動物ボトルシャボン＠49×750 個 39,690 円 (税込) 
     ｢ミニタオル｣@59×1,200 枚 76,464 円（税込） 
       購入品合計 4,950 個 268,434 円 (税込)  
参加 36 店舗には、各店舗に｢くじ付きうちわ｣200 枚(あたり 140 枚)及び景品 140 個を事務局

から直接持参し、数店舗からは追加納品依頼を受けるなど今回も好評を得た。 
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【全体事業】（協働事業）   ｢区民体育大会でのゴミ分別協力｣以外は事業計画通りに実施 
事
業
名 

「ちよだ環境まつり」への出展参加 
開
催
日 

6/1(金) 
登
録
者 

4 名 

内

容 
環境月間イベントの 1つとして、6/1 に千代田区と開催し、当協議会からは CES ブースを出展。 

H30 年度は｢避難所生活に役立つカトー折り｣の紹介と、｢CES 環境クイズ｣を実施した。 

事
業
名 

打ち水月間の「江戸しぐさ」打ち水参加 

開
催
期
間 

8/1(水)～1か月間 

内

容 
オープニングセレモニーをはじめ、区役所前で行われる８月平日の「打ち水」には事務局スタッ

フが参加をした。 
事
業
名 

千代田区社会福祉協議会 

「第 16 回 福祉まつり」でのブース出展 

開
催
日 

10/21(日) 
参
加
者 

全体で約 900 名 

内 
容 

商標登録を行っている｢カトー折り」の考案者、加藤祐一氏による新聞紙、カレンダー、チラ

シ等を使った、｢エコで災害に役立つカトー折り教室｣のブース出展を行った。 

事
業
名 

「エコ&サイクルフェア 2018/ 

     千代田のエコ自慢」(共催) 
開
催
日 

 
12/1(土) 

参
加
者 

全体で

約400名 

登 
録 
者 

6 名 

 
内 
 
容 

区役所 1F 区民ホール及び４Fの 401・402 会議室を使用し、CES 養蜂プロジェクトの紹介、カ

トー折り教室(当協議会事務局)・廃材を活用した癒しのアロマフラワー作り/ハーブを使った石

鹸作り(大妻女子大学)・エコかるたの展示(東京家政学院大学)・ファッション Kimono コーディ

ネート(共立女子大学)・簡単アクリルエコたわし作りと手作り小物販売(ひつじの会)・子供服交

換会と環境クイズ(当協議会)・地中熱について学ぼう(地中熱利用促進協会)が参加した。CES 環

境クイズのブースでは、子どもから大人まで 110 名以上の参加があった。 

【自主事業】 

事
業
名 

CES 養蜂プロジェクト（区補助事業 補助金 1,000 千円） 

  ＋｢アサヒワンビールクラブ｣から寄付金 200 千円               

事業計画通りに実施 

養蜂サポート 
ボランティア 30年度は募集せず 

内 
 
容 

〔養蜂活動状況〕 

･養蜂サポートボランティアによる巣箱の内検･採蜜作業:4～5月に 8回実施(参加者:延べ 93 名) 

･養蜂家による定期内検作業(週 1回):40 回実施 

〔各種イベント等での養蜂活動 PR〕 

｢千代田環境まつり｣、｢エコ＆サイクルフェア 2018/千代田のエコ自慢｣｣、『エコチヨ』Vol.7 

･8 に掲載、『CES 通信(会報)』創刊号･Vol.2 に掲載 

〔その他〕 

･12/7 アサヒワンビールクラブからの寄付金受領（200,000 円） 

･小瓶に瓶詰したハチミツの配付:CES 会員 120 件、協力者等 105 件 

事
業
名 

環境情報誌『エコチヨ』 

第 7・8 号の発行 

 

A4 判 12 頁/各３，０００部作成 

 

事業計画通りに作成・発行 

 

第 
7 
号 
 

C
E
S
事
務
局
担
当 

4 月 1 日付発行 

◆ＣＥＳ養蜂プロジェクトの活動紹介 

◆ＣＥＳ環境活動普及助成制度の紹介 

◆イベント報告 

｢身近な木のすごいパワーを感じるワークショップ｣｢エ

コ&サイクルフェア 2017/千代田のエコ自慢｣ 

｢第 15 回 福祉まつり｣ 

｢ちよだ生物多様性大賞表彰式｣ 

｢温暖化配慮行動計画書制度表彰式」 

◆千代田区の自然散策マップ 

◆平成 30 年度上期イベントカレンダー 

◆CES 会員募集         
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第
8
号 
 
環
境
政
策
課
担
当 

10 月 1 日付発行 

◆イベント報告 

｢どんぐり観察と生きもの楽習会｣ 

｢大都会の中のミクロワールドを観察しよう 夏の巻｣ 

｢生きものさがし･セミ羽化観察会｣ 

｢環境作品展｣ 

◆クビアカツヤカミキリから千代田のさくらを守り

ましょう！ 

◆海ごみ問題    

◆CES 会員募集 

事
業
名 

｢ＣＥＳ環境エネルギー講演会｣ 

の開催 

 

2015 年のパリ協定締結を受けて、

より一層の温室効果ガス削減が求

められている現在、パリ協定締結の

背景、また、昨年 7月に閣議決定さ

れた｢第 5 次エネルギー基本計画｣

の背景と、環境とエネルギー政策に

ついて、国の責任ある方を講師に招

いての開催 

 

内      
 

容 

開催日時：9月 14 日(金) 18:00～20:00 

会場:日本教育会館 8 階 第二会議室 

参加者数：128 名 

第 1部：｢地球温暖化対策の現状と課題｣ 

講師：中川 雅治 環境大臣(※講演会当時) 

 環境省総合政策局長・環境事務次官を経て 16 年間

の豊富な実務経験のある中川環境大臣による講演

で、ご自身の経験を通じての親しみやすい話は参加

者の満足度のとても高い講演会となりました。 

第 2部:「第 5次エネルギー基本計画と政策展開」 

講師：資源エネルギー庁 省エネルギー･新エネルギ

ー部長 松山 泰浩 氏 

 資源エネルギー庁で実務を担当されている松山氏

による講演で、パワーポイントを使用した視覚的に

も参加者に解りやすく興味深い解説は、予定の時間

がすぐに経ってしまった感がありました。 

 現職大臣と、資源エネルギー庁の実務担当部長を

お招きしての本講演会は、盛況裡に幕を閉じました。 

事
業
名 

「地中熱利用システム見学会」           

(千代田区一番町笹田ビル) 

開
催
日 

12/13(木)・16(日)･17 日(月) 
参
加
者 

26 名 

内
容 
 

  CES 個人正会員でもある、NPO 法人｢地中熱利用促進協会｣理事長の笹田政克氏のご協力のもと、

笹田ビルの地中熱利用システムの見学会を開催。建物は 1990 年竣工で、敷地 100 ㎡・縦横約 10

ｍ四方の 5階建、2008 年に、車 2台分の駐車スペースの地下へ、75ｍの地中熱交換器を 2ｍ間隔

で 8本埋設し、屋上にヒートポンプを設置して、ビルの 1～3階部分約 300 ㎡の冷暖房を行って

いる。システム導入前に比べて電力消費量を約 49％削減したとのことです。見学会参加者は、熱

心に笹田氏の説明を受け、好評を得た見学会となった。 

事
業
名 

CES 環境活動普及助成制度 

     事業計画通りに実施 

助

成

実

績 

 H30 の応募件数 5件のうち、1件は事業予算が明確で

なかったため、不交付の決定をした。 

〇助成金を採択した申請者(4 件) 

・グリーンネイバーフッド千代田を目指す会  

                 助成金交付済み 

  －特異な五感が違う人たちが参加する自然観察会－ 

・共立女子大学家政学部被服意匠研究室  

                 助成金交付済み 

  －エコ・環境を考えるファッション－ 

・千代田ぶんぶんプロジェクト   助成金交付済み 

 －クリスマスを手作り蜜蝋キャンドルで過ごそう－ 
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事
業
名 

独立行政法人｢国立青少年教育振興機構｣子どもゆ

め基金助成事業（助成金  232 千円） 

「大都会の中のミクロワールドを観察しよう」 

 

①夏の巻・②秋の巻・③初春の巻 (全 3 回実施) 

 

開

催

日 

①8/12(日) 

②11/11(日) 

③1/26(土) 

 
 

参

加

者 

①子ども 14 名      

保護者 14 名 

➁子ども 17 名

保護者 13 名 

③子ども 19 名

保護者 13 名 

内
容 

 

区内の未就学児～小学生までの子どもと保護者を対象に参加してもらい、日比谷公園内(③は

北の丸公園内)でスマホ顕微鏡を使い、植物や虫の自然観察を行い、それをもとに午後はテーマ

を決めて、ワークショップを実施した。 

子どもたち、講師の説明にも真剣に向き合い、思わぬ発見をした感動を活かし、しっかりと覚

えていて、ワークショップでアート表現をした。参加した子どもたちは、目を輝かせて取り組ん

でいた。 

 【PR 事業】                           事業計画通りに実施 

事
業
名 

HP のリニューアルと更新 
内

容 

 当協議会の活動紹介を継続的に掲載している。会員募

集、各種イベントの事前紹介・結果報告、『エコチヨ』

紹介、「養蜂プロジェクト活動報告」、「CES 環境活動普

及助成制度」応募の手引き等の掲載を行った。 

事
業
名 

会報「CES 通信」の創刊 
内

容 

 会員相互及びご関係各位の相互理解を深め、千代田区

の CO2削減への協力体制を構築するため、今年度より「会

員さんの声」を反映し、併せて活動への参加をしやすく

することを目的に「CES 通信」を創刊(8/15 発行)し、Vol.

Ⅱ(2/15 発行)まで発行した。 

 
以上 

・カトー折り研究所  助成金交付済み (16,094 円) 

 －「カトー折り」ペーパークラフトで広げるエコ‐ 

内
容 

 千代田区内の CO2削減普及啓発を行う団体・個人が主催する集まり、勉強会、講習会、講座、

イベント、体験学習等への助成制度について年度当初に周知し、7月末までの募集期間を設定し

実施した。 1 件当たりの助成金額：30,000 円を限度として交付。 

【助成金事業】                          事業計画通りに実施 


